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内
容
理
解

 

次
の
各
問
い
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

1　

傍
線
部
「
其ノ

」
と
は
誰
の
こ
と
か
。
後
ろ
の
語
群
か
ら
適
当
な
も
の
を
そ
れ
ぞ

れ
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

⑴　
其ノ 

母
（
一
三
〇
・
３
）　

ウ　
　
　

⑵　
其ノ 

腹 

中
（
一
三
〇
・
４
）　

エ

　
　
ア　

桓
公　
　

イ　

猿
の
子
を
捕
ま
え
た
者　
　

ウ　

猿
の
子　
　

エ　

母
猿

2　
「
部 

伍 

中 

有 

得 

猨 

子 

者
。」（
一
三
〇
・
２
～
３
）
は
、「
部
隊
の
中
に
猿
の
子
を

捕
ま
え
た
者
が
い
た
。」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
返
り
点
を
付
け

な
さ
い
。

　

部　
伍　
中　
有　
得　
猨　
子　
者
。

3　
「
遂ニ 

跳リ
テ

 

上リ 

船ニ

、
至レ

バ

 

便 

即チ 

絶ユ

。」（
一
三
〇
・
３
～
４
）
の
意
味
と
し
て
適
当
な
も

の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

ア�　

部
隊
の
者
は
船
か
ら
陸
に
上
が
る
と
、
す
ぐ
に
母
猿
を
追
い
払
っ
た
。

　

イ�　

部
隊
の
者
は
船
に
跳
び
乗
っ
て
き
た
母
猿
を
、
す
ぐ
に
殺
し
た
。

　

ウ�　

母
猿
は
船
の
上
に
跳
び
乗
る
と
、
す
ぐ
に
部
隊
の
者
に
殺
さ
れ
た
。�

エ

　

エ�　

母
猿
は
船
の
上
に
跳
び
乗
る
と
、
す
ぐ
に
息
絶
え
た
。

4　
「
公 
聞キ

テ

 

之ヲ 

怒リ

」（
一
三
〇
・
４
～
５
）
に
つ
い
て
、
桓
公
が
怒
っ
た
理
由
を
説
明
し

な
さ
い
。

猿
の
子
を
捕
ま
え
た
部
下
が
、
子
ど
も
を
奪
わ
れ
た

母
猿
の
悲
し
み
を
理
解
し
な
か
っ
た
か
ら
。

下

二

一

上

レ

レ

あ
ら
す
じ 

次
の
空
欄
に
適
語
を
入
れ
て
、
内
容
を
整
理
し
な
さ
い
。

　

桓
公
が
蜀
に
攻
め
入
り
、
三
峡
に
さ
し
か
か
っ
た
。
桓
公
の
部
隊
の
中
に

①

猿
の
子

�

を
捕
ま
え
た
者
が
い
た
。
母
猿
は
悲
し
げ
に
鳴
き
叫
び
、

百
里
余
り
行
っ
て
も
離
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
母
猿
は
船
に
跳
び
乗
り
、

②

す
ぐ
に

�

息
絶
え
て
し
ま
っ
た
。
母
猿
の
③

腹

�

を
割
い
て

調
べ
て
み
る
と
、
④

腸

�

が
ず
た
ず
た
に
ち
ぎ
れ
て
い
た
。
桓
公

は
こ
の
話
を
聞
い
て
怒
り
、
そ
の
部
下
の
地
位
を
⑤

下
げ
た�

。

重
要
語
句

次
の
語
句
の
意
味
を
答
え
な
さ
い
。

　

⑴　
哀 

号
（
一
三
〇
・
３
）�

悲
し
げ
に
泣
き
叫
ぶ

　

⑵　
便 

即
（
一
三
〇
・
４
）�

す
ぐ
に

重
要
句
形

 

次
の
文
を
書
き
下
し
文
に
改
め
な
さ
い
。

命ジ
テ
　

黜ケ
シ
ム

　 

其ノ　

人ヲ

。（
一
三
〇
・
５
）

○
○
○

二

一

故
事
成
語　•

断
腸•
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